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2012 年度第１回学術委員会議事録 
 
日 時：2012 年 9 月 26 日（水） 16：00～18：00 

場 所：日本建築学会北海道支部事務局会議室 

出席者：佐藤、田沼(代理：武田)、（伊東）、斉藤、森、坂井、羽深、長谷川（代理：谷

口）、草苅、（谷口（円））、谷口、（南）、森（太）、（後藤） 

事務局:菊地 

( )は欠席 

 

議事 

  委員自己紹介 

１） 委員名簿確認 [資料 12-01-01] 

２） 幹事の選出 

斉藤雅也君・谷口尚弘君を推薦、承諾 

３）2011 年度第４回議事録（案） [資料 12-01-02] 

修正なしで承認 

４） 議事録について 

・ 次回は環境。今後のローテーションは以下の通り 

・ 建築計画（第 1回）→環境（第 2回）都市計画→歴史意匠→北方系→都市防災

→構造→材料 

５） 学術委員会年間スケジュ−ル（案） 

 １回 9 月 26 日 
 ２回 11 月下旬 →11/27（火）に決定 
 ３回 １月下旬 
 ４回 3 月中旬 
６） 本部学術推進委員会報告 [資料 12-01-03] 

・ 10/26 までに、委員会活動計画案等の提出（本部小委員会等による対応） 

・ 活動の活性化へ向けた取り組み、特に電子情報メディア化の推進→北海道支部

からは斉藤雅也氏が担当（まだ具体的な活動はなし） 

・ 著作賞、作品選集の新人賞の新設 

・ 大会 OS および発表部門細分類の検討依頼 

７） 支部研究発表会報告 [資料 12-01-04] 

・ 次回（11/27）の第 2 回学術委員会にて報告 

８） 専門委員会・特定課題研究委員会報告 [資料 12-01-05] 

・ 構造専門委員会 

11/2 に琴似での現場見学会を材料施工専門委員会と共催で実施予定 

・ 環境工学専門委員会 

道工大新体育館等の見学会企画の検討、EGGs’12 を来年 3 月へ向けて準備、大

会研究協議会の企画検討 

・ 建築計画専門委員会 

避難移住に関する調査を実施、来年度大会研究集会の企画 

・ 都市計画専門委員会 

情報発信の強化と若手育成（学術・行政・コンサル）の２本柱で活動、8/2 に

創成川 east に関するシンポジウムを実施 



・ 歴史意匠専門委員会 

文化週間企画（旭川）の企画・実施、意匠論の委員の補充の検討 

・ 北方系住宅委員会 

2013 年度大会に合わせた市民セミナーの企画検討（住まいづくり支援建築会議

との共同） 

・ 都市防災専門委員会 

建築文化週間事業を厚岸で実施（10/20）、1/12 に釧路防災講演会 2013 を企画、

積雪調査委員会として岩見沢エリアの被害を中心とした調査を実施 

・ 三角屋根 CB 造住宅の持続可能居住研究委員会 

最終年度は特に持続的居住へ向けたワークショップの開催を展開、科研採択を

受けた今後の研究展開を検討 

・ 寒中コンクリート工事合理化研究委員会（最終年度） 

・ 奥尻島生活再建研究委員会（１年目） 

・ 厳冬季被災避難所運営研究委員会（１年目） 

仙台高専生を対象としたアンケートを実施・分析、帯広市冬季防災訓練におい

て WS を予定、大林都市研究振興財団から助成獲得 

９） 特色ある支部活動企画応募について [資料 12-01-06] 

9/28〆切、１件の提案（大雪による建物倒壊危険度判定方法の策定） 

10） 2013 年度大会研究集会テーマ立案について [資料 12-01-07] 

9/28〆切、各支部から学術推進委員会へ提案 

11） 2013 年度文化週間企画・特定課題研究委員会 [資料 12-01-08] 

10/15〆切、支部事務局へ提出 [資料 12-01-08] 

12） 日本建築学会北海道支部技術賞 

募集期間 11 月 15 日～1月 15 日 

13）建築学会大賞、文化賞、教育賞について（回覧資料） 

教育賞について、北海道支部から荒谷登君を推薦 

14） 支部ホームページ改定用データ提出のお願い 

専門委員会の更新情報を事務局もしくは斉藤雅也君へ依頼 

15） 2013 年度北海道大会について 

・ 8/30〜9/1 に開催 

・ 実行委員会が始動、エージェントは大成ツーリスト、テーマやシンポジウムを

検討中、行事概要決定は 11 月頃 

・ 今年度の名古屋大会最終日に引き継ぎを実施 

16）その他 

なし 

 

次回学術委員会 

予定：2012 年 11 月 27 日（火）16 時〜 


